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本　部

　６月24日(火)の定時評議員会において、令和６年度決算等が承認されました。

　決算全体について〈表１〉より一般正味財産の経常増減の当年度収益は24億1837万円、費用は

24億8082万円、損益差額は△6244万円となりました。経常外増減の収益は有りませんでしたが、

費用は鍋田休憩所の食堂廃止による固定資産除却損など170万円となりました。

　指定正味財産の補助金増減の収益は日本港湾福利厚生協会からの施設整備助成金１億3000万

円、費用は潮凪住宅解体工事及び減価償却振替分など２億408万円、損益差額は△7408万円と

なりました。

　正味財産合計の損益差額は△１億3823万円となりました。

　事業所別決算(経常増減)について〈表２〉より、本部の収益が＋１億5919万円となった主な要因

は、施設整備助成金振替＋１億4943万円、食堂利用者の増加＋710万円などです。費用が＋１

億5186万円となった主な要因は、潮凪住宅解体工事＋１億1503万円、稲永福祉センター建替え

による減価償却費＋2143万円、米などの食材費高騰＋1079万円などです。

　臨港病院の収益が△１億392万となった主な要因は、医師・看護師不足による診療収入△１億

683万円、コロナ関連の補助金減少△4076万円などです。費用が△1668万円となった主な要因

は人手不足による人件費△4987万円、診療収入の減少による医療薬品費△1564万円などです。

　衣浦、蒲郡、豊橋支部の収益は港湾福利分担金が減少しました。衣浦支部の費用は亀崎休憩所

の修繕などにより増加しました。

　また事業報告書、貸借対照表等は当協会ホームページの名港福概要に掲載しております。

令和６年度決算概要

令和６年度決算概要

＜表１＞決算全体 　　　　 
令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

� （単位：千円）

区　分
収　益　の　部 費　用　の　部 損　益　差　額

当年度 前年度 増　減 当年度 前年度 増　減 当年度 前年度 増　減

一般正味財産
経常増減 2,418,378 2,366,539 51,839 2,480,824 2,344,026 136,798 △62,446 22,513 △84,958

経常外増減 0 157,363 △157,363 1,704 4,100 △2,396 △1,704 153,263 △154,968

指定正味財産 助成金増減 130,000 450,000 △320,000 204,086 54,650 149,437 △74,086 395,350 △469,437

正味財産合計 2,548,378 2,973,903 △425,524 2,686,615 2,402,776 283,839 △138,236 571,126 △709,363

＜表２＞事業所別決算（経常増減）	 （単位：千円）

区　分
収　益　の　部 費　用　の　部 損　益　差　額

当年度 前年度 増　減 当年度 前年度 増　減 当年度 前年度 増　減

本　　部 944,237 785,039 159,197 961,050 809,190 151,860 △16,813 △24,150 7,337

臨港病院 1,432,756 1,536,685 △103,929 1,484,439 1,501,118 △16,680 △51,683 35,567 △87,250

衣浦支部 18,552 20,116 △1,565 21,185 19,529 1,655 △2,633 587 △3,220

蒲郡支部 3,206 3,940 △734 2,313 2,083 230 893 1,857 △964

豊橋支部 19,629 20,758 △1,130 11,838 12,106 △268 7,790 8,652 △862

経常増減合計 2,418,378 2,366,539 51,839 2,480,824 2,344,026 136,798 △62,446 22,513 △84,958
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５
月
17
日
（
土
）
〜
６
月
１
日
（
日
）
の
期
間
、

東
山
動
植
物
公
園
に
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
も
前
回
と
同
様
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
期
間
を
設
け
、
分
散
開
催
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
結
果
、
43
社
、
３，
４
６
５
名
様
参
加
と
過
去
最
多

の
参
加
者
数
と
な
り
、
運
営
側
と
し
て
も
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
是
非
今
後
と
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
、
運
営
委
員
会
の
皆
様
に
も
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

第
７
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
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○
衣
浦
支
部

q
q
q
q
q
q
q
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い
ち
ご
狩
り
大
会

　
恒
例
の
い
ち
ご
狩
り
大
会
を
半
田
市
内
の
市
野

園
芸
で
１
月
11
日
か
ら
４
月
13
日
ま
で
分
散
開
催

で
行
い
、
期
間
中
に
大
人
４
１
１
名
、
子
供
70
名

の
合
計
４
８
１
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
農
園
の
方
が
一
粒
一
粒
、
丁
寧
に
育

て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
く
ら
い
の
質
の
高
さ
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
完
熟
に
育
て
ら
れ
た
い
ち

ご
は
、
口
に
入
れ
た
瞬
間
に
芳
醇
な
甘
さ
と
、
少

し
の
酸
味
が
広
が
り
、
格
別
な
味
わ
い
で
し
た
。

　
ま
た
、
ど
れ
が
一
番
甘
い
か
、
ど
れ
が
大
き
い

か
な
ど
、
話

し
な
が
ら
、

美
味
し
い
い

ち
ご
を
堪
能

で
き
、
心
身

と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で

き
た
時
間
を

送
る
こ
と
が

で
き
、
い
い

思
い
出
作
り

に
も
な
り
ま

し
た
。
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q
q
q
q
q
q
q
q

 
 

テ
ニ
ス
大
会

　
５
月
17
日
（
土
）、
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り

ま
し
た
が
、
毎
年
恒
例
の
テ
ニ
ス
ａ
ｎ
ｄ 

Ｂ
Ｂ
Ｑ

大
会
を
半
田
市
内
の
衣
浦
マ
リ
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

で
開
催
し
、
38
名
の
方
に
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　
準
備
体
操
を
行
っ
た
後
、
屋
内
コ
ー
ト
を
レ
ベ

ル
別
に
分
け
て
コ
ー
チ
陣
の
指
導
の
下
、
基
礎
レ

ッ
ス
ン
や
試
合
形
式
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。
今
年
は
、
初
め
て
ア
メ
リ
カ
西
海
岸

や
東
南
ア
ジ
ア
で
人
気
沸
騰
中
の
“
ピ
ッ
ク
ル
ボ

ー
ル
”
も
体
験
で
き
、「
ル
ー
ル
も
簡
単
で
、
気

軽
に
出
来
、
お
も
し
ろ
い
！
」
と
い
う
感
想
を
多

く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昼
食
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
す
が
、
今
年
は
雨
の
た
め
、

屋
内
コ
ー
ト
の
一
部
を
使
用
し
て
行
い
ま
し

た
。
コ
ン
ロ
で
焼
か
れ
る
お
肉
や
野
菜
の
香

ば
し
い
匂
い
は
食
欲
を
そ
そ
り
、
普
段
あ
ま

り
話
す
こ
と
の
な
い
人
と
も
自
然
に
会
話
が

生
ま
れ
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
は
ク
レ
ー
プ
専
門
の
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
を
呼
び
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
十
分
に
楽
し
ん
だ

方
も
、
ス
イ
ー
ツ
は
別
腹
と
言
わ
ん
ば
か
り
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
の
前
に
は
行
列
が
で
き
る
く
ら
い
で

し
た
。

　
Ｂ
Ｂ
Ｑ
後
の
お
楽
し
み
で
あ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
は
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
ラ
ケ
ッ

ト
ケ
ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
な
ど
の
豪
華
景
品

を
目
の
前
に
し
て
、
意
中
の
景
品
を
ゲ
ッ
ト
で
き

た
人
か
ら
は
屋
内
コ
ー
ト
に
響
き
渡
る
大
き
な
歓

声
が
あ
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
大
人
も
子
供
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
む
こ
と
が

出
来
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
こ
れ
か
ら
も
内
容
を

充
実
さ
せ
、
皆
様
の
よ
り
良
い
交
流
の
場
と
し
て

生
か
し
て
生
き
た
と
思
い
ま
す
。
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X
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X
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X

X
X

X
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X
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X
X

X
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X
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X
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X
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X
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X
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X
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蒲
郡
支
部
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潮
干
狩
り
大
会

　
４
月
13
日
（
日
）
令
和
７
年
度
潮
干
狩
り
大
会
を
竹
島
海
岸
で
行
い
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
の
多
い
潮
干
狩
り
で
す

が
、
本
年
は
残
念
な
が
ら
降
水
確
率
１
０
０
％
と
い
う
厳
し
い
条
件
の
中
で
の

開
催
と
な
り
、
当
初
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
参
加
人
数
よ
り
減
り
58
名
が
参
加

い
た
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
雨
と
風
に
も
負
け
ず
、
長
靴
と
レ
イ
ン
コ
ー
ト
に
身
を
包
み
、

豊
か
な
海
の
幸
を
求
め
て
奮
闘
し
、
忘
れ
ら
れ
な
い
潮
干
狩
り
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

○
豊
橋
支
部

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

 
 

釣
り
大
会

　
6
月
8
日
（
日
）、
第
62
回
釣
り
大
会
を
赤
羽
根
大
山
沖
周
辺
に
て
釣
果
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
今
回
は
船
一
隻
で
午
前
と
午
後
の
部
に
分
か
れ
、
午
前
18

名
、
午
後
11
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
多
少
雨
は
降
り
ま
し
た
が
、
例
年
に
比
べ
て
海
は
穏
や
か
で
あ
り
、
船
酔
い

を
さ
れ
る
方
は
少
な
い
印
象
で
し
た
。
最
初
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
た
く
さ
ん
の
方

が
イ
サ
キ
を
釣
り
上
げ
、
イ
サ
キ
の
他
に
も
真
鯛
や
サ
バ
な
ど
が
釣
れ
、
船
の

賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
の
に
長
い
時
間
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
参

加
が
初
め
て
の

方
も
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
最
後

ま
で
五
目
釣
り

を
楽
し
ん
で
お

ら

れ

ま

し

た
。

午
前
の
部
は
正

午
過
ぎ
に
、
午

後
の
部
は
18
時

頃
に
納
竿
し
赤

羽
根
漁
港
へ
全

員
無
事
帰
港
し

ま
し
た
。
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防
火
・
防
災
研
修

　
4
月
9
日
（
水
）　
新
入
職
員
に
対
し
、
防
火
・
防
災
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
入
職
員
達
は
、
火
災
が
生
じ
た
時
の
消
火
手
順
や
患
者
さ
ん
の
避
難
誘

導
方
法
、
設
置
さ
れ
た
消
火
設
備
器
具
の
取
扱
い
な
ど
を
中
心
に
学
び
ま
し

た
。

　
ま
た
、
防
災
に
関
し
て
は
、
大
地
震
が
お
こ
り
津
波
が
発
生
し
た
場
合
の

避
難
誘
導
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
防
火
や
防
災
は
め
っ
た
に
起
こ
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
頃
か
ら
職

員
一
同
が
防
火
・
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
有
事
の
際
に
も
す
ば
や
く

適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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W
W
W

「
表
紙
写
真
」W

W
W

　
今
回
の
表
紙
写
真
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
の
一
幕
を
、
旭
運
輸

株
式
会
社
江
上
里
奈
様
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

　    
会
　
議

５
月
16
日
　
正
副
理
事
長
会
議

５
月
22
日
　
名
古
屋
港
福
利
厚
生
事
業

　
　
　
　
　
運
営
委
員
会

５
月
27
日
　
本
部
支
部
事
務
局
連
絡
会
議

６
月
３
日
　
定
例
理
事
会

６
月
３
日
　
名
古
屋
港
労
災
補
償
協
議
会

　
　
　
　
　
委
員
会
及
び
第
54
回
総
会

６
月
24
日
　
定
時
評
議
員
会

６
月
24
日
　
臨
時
理
事
会
（
書
面
表
決
）

　    

監
　
査

５
月
７
日
〜
10
日

　
当
協
会
の
会
計
監
査
人
で
あ
る
太
陽
有
限
責
任
監
査
法
人
に
よ
る
期

末
決
算
監
査
を
受
け
ま
し
た
。
監
査
の
結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
と
確
認
を
受
け
ま
し
た
。

５
月
27
日

　
当
協
会
監
事
で
あ
る
藤
本
・
加
藤
両
監
事
に
よ
る
監
査
を
受
け
ま
し

た
。
監
査
の
結
果
、
事
業
報
告
・
計
算
書
類
等
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
27
日

　
名
古
屋
港
労
災
補
償
協
議
会
監
事
で
あ
る
藤
本
・
森
田
両
監
事
に
よ

る
監
査
を
受
け
ま
し
た
。
監
査
の
結
果
、
財
務
諸
表
等
が
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

6
月
17
日

　
名
古
屋
港
筏
師
一
本
乗
り
保
存
会
監
事
で
あ
る
蛭
田
監
事
に
よ
る
監

査
を
受
け
ま
し
た
。
監
査
の
結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
ル
ポ
名
港
福
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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